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杉並台幼稚園

　緑の葉が雨にきらめく季節となりました。こどもたちは今日も元気に登園してくれており、あふれるパワーに、私自身も日々

元気をいただいています。

　さて、今月は7月9日(木)に、杉並台キッズタウン スポーツフェスティバル(3・4・5歳児)を開催いたします。こどもたちは

毎日元気いっぱいに活動に取り組んでおり、走る姿、跳ぶ姿、笑顔で頑張る姿は、見ているだけで胸が熱くなります。当日は、

ぜひ温かいご声援をよろしくお願いいたします。きっとお子様の新たな一面を発見していただけることと思います。

スポーツフェスティバルを終えると、待ちに待った夏の季節がやってきます。7月22日(水)からは夏休みに入ります。夏は、

こどもたちにとって「はじめて」や「ドキドキ」にあふれた大切な時間です。ご家族でたくさんの思い出を作っていただけます

と幸いです。

　本格的な暑さが続く季節でもあります。こまめな水分補給や早寝・早起きを心がけるなど、体調管理にどうぞお気をつけくだ

さい。職員一同、引き続き安全で楽しい毎日をお届けできるよう、精一杯努めてまいります。

今月もどうぞよろしくお願いいたします。

　　　　　～地域より七夕の笹のプレゼント～

地域の皆様から第一学園のこどもたちに飯高山の笹をいた

だきました。今年はクラスに1本ずつの笹があります。日本

の伝統行事🎋「笹に短冊を飾り、お願いことが叶いますよ

うに」とみんなで準備をしています。

地域の皆様に感謝申し上げます。

 すぎなみニュース

だより園７７７がつがつがつ
ご挨拶 園長 中島 聡美

～こどもたちが作ったクラスのルール～

　　　～観劇「どうぞのいす」園と保護者会イベント～

　熊本学園大学 社会福祉学部子ども家庭福祉学科から授業の一環

で劇を発表に来てくださいました。10名の学生さんが工夫を凝ら

して一生懸命演じておられる姿にこどもはくぎづけ😊

職員も保護者会も胸が熱くなりました。

学生さんたちのこれからの活躍が楽しみです。

　先日、年長組のクラスで、こどもたちが自分たちで話し合い、「交換っこのルール」を

作りました。きっかけは、虫や折り紙・シールのやりとりがクラスの中で広がったことで

す。話し合いの中で、こどもたちからはこんな声が聞かれました。

【虫について】 「虫には命がある。場所が変わったら可哀想だから、交換しないほうがい

いと思う。」

【折り紙・お手紙について】 「折り紙や便箋は、お家の人に買ってもらったものだよ

ね。」

【お友だちの気持ちについて】 「みんなにあげられないこともあって、もらえなかった友

だちが悲しい気持ちになっていたことに気がついた。」

　大人が「こうしなさい」と伝えるのではなく、こどもたち自身が気づき、考え、言葉に

したこと――これが、この経験の中でもっとも大切なことだと園長として感じています。

命を大切にする心、感謝する心、そして友だちの気持ちを想像できる優しさ。これらは

すべて、こどもたちが自分の言葉で紡いだ話し合いの中から生まれてきました。

こどもは、信頼し合える仲間の中でこそ、自分の思いを素直に表現することができます。

そして、その積み重ねが、一人ひとりの心の育ちへとつながっていきます。これからも、

こどもたちが自分たちの言葉でクラスを作っていける環境を、大切に守り続けてまいりま

す。

ご家庭でも、ぜひ「今日クラスでどんな話をしたの？」と声をかけていただけますと幸い

です。保護者の皆様の温かいまなざしが、こどもたちの自信となり、次の一歩を踏み出す

力になります。

引き続き、どうぞ温かく見守っていただきますよう、よろしくお願いいたします。
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

災害～もしもに備えよう～
　先日、朝の自由選択活動時に、地震避難

訓練(園児に予告無し)を行いました。

　今年初めての予告無し訓練。放送で大き

な音と「地震訓練です」の言葉が流れ、

こどもたちは近くにいる職員指示を聞き、

ダンゴムシの格好で頭を守る姿勢を取り、

揺れがおさまってから園庭に避難しまし

た。

　しかし数人のこどもたちが担任を探して

靴を脱ぎ、一斉に自分のクラス部屋に駆け

込む様子が見られました。きっと不安な気

持ちで一杯だったのでしょう。

　職員からは改めて「様々なパターンを

想定して繰り返し訓練する大切さを感じ

た」と振り返りの感想が聞かれました。こ

ども達の命を守る毎月の「避難訓練」

これからも続けていきます。
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